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	(1) 重症薬疹診療拠点病院の認定
	本研究班が主催する講習会を受講し、各施設内にSJS/TENの診療ガイドラインを周知すること、SJS/ TENの診療に必要な院内連携体制を確認することを認定の要件とした。
	1）対象施設：SJS/TENの難病登録数の多い13県の大学病院
	2）講習会：期日は11月19日（日）午後とし、東京支部学術大会会場に講習会場を確保した。講義担当施設は、横浜市立大学、愛媛大学、京都府立大学、島根大学の本研究班の分担研究者を予定した。
	3）病院内の連携体制の確認：書面にて院内の診療連携体制を確認した。
	4）認定証の発行：講習会の受講、院内連携体制の確認を満たした施設に認定証を発行した。
	(2) 本研究班のホームページ開設
	本研究班のホームページを開設し、SJS/ TENの疾患情報、診療に関する情報、講習会の実施に関する情報を掲載した。
	特に必要なし。
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	(1)　重症薬疹診療拠点病院の認定
	初年度は、SJS/TENの登録数の多い13県の47大学病院を対象として、11月19日（日）午後、東京支部学術大会に合わせて講習会を開催した。38大学の皮膚科担当者、13大学の眼科担当医が出席した。院内連携体制が確認された37大学病院を診療拠点病院に認定した（表1）。
	（2）本研究班のホームページを開設
	本研究班のホームページを開設し、SJS/ TENの疾患情報、診療に関する情報、講習会の実施に関する情報を掲載した。ホームページアドレスhttp://takeikouhan.jp/
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